
電車線架線金具写真の名称

てんし 伊 せん

1 キヤヅフ. コー γ

2 直線ハ Y ガー

3 片腕ハンガー
4 両腕ハ Y ガー

5 直線メタ Jレハ Y ガー

6 片腕 メ タルハ Y ガー

7 両目指メタルハ Y ガー

8 天上ハ γ ガー

24 ふ〈ろねじ型フィードイ ー ヤ
25 かしめ接続イー ヤ
おふ く ろねじ型接続イーヤ

27 かしめ型ス プライサ
お ふくろね じ型スプライサ
29( 1 )12) スフ。ラ イ "/'/9'スリ ーブ

30 フルドックスプライサ
31 トロリフロ γF
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部分が 2 つに分れていて，これをねじで締付け，この間に電車

線を把持するものである(写真 15) 。

オ 袋ねじ型イ ー ヤ (hoIlow nut type ear) 前記エと問機

で締付けねじを袋ねじとしたもの(写其ー16) 。

前記のうちで7 ・ イ ・ ウは主として丸型電車線の場合に，エ・

オはみぞ型電車線の場合に用いられる。

イ ー ヤをその使用目的から区別するとつぎのとおり であ る。

ア 直線イーヤ (straight ear) 電車線の直線部分に用いら

れるイ ー ヤである(写真 12 ・ 1 3 ・ 1 4 ・ 15 ・ 16) 。

イ flll線イーヤ (curve ear) 電車線の曲線部分に用いられ

るイーヤで，直線イ ーヤより長さが比較的長くできている。

(写真ー17 ・ 18) 。

ウ シングノレア ンカ ーイー ヤ (single anchor ear) 電車

線を引張るイ ー ヤで single strain ear ともいい， 電車線を

線路にそって前後いずれかの一方に引渡るため，上部に 1 つの

目(穴)を有するイーヤで，普通のイ ー ヤと異なりハ γ ガーには

取付けない(写真一19 ・ 20 ・ 21) 。

エ き電イ ー ヤ (feed ear) 電車線を支持すると 同時に， き

電線から電車線に電気を送るき電分岐線を， 電車線に接続する

端子を有するイーヤである。その端子はき電分岐線を鍬着し，

さらにねじで締付けるようになっ ている(写真ー22 ・ 23 ・ 24) 。

オ 接続イ ーヤ (splicing ear) 電車線を支持すると同時に，

電車線を接続するところに用いるイーヤである。 イーヤにはみ

ぞが両端にあり，このみぞの端から斜上側に貫いて端子の形を

している穴をもっている。電車線はみぞからこの穴にとおして

ねじで留めるか，またはそのうえに鍬着するよ うになっている。

このイーヤにはかしめ型のものと ， 袋ねじ型のものとがある(写

真-25 ・ 26) 。

(3) スプライサまたはスプ.ライ ツ γグス リー プ (splicer or 

splicing sleeve) 電車線を支持点以外の箇所で接続する場合

に汗h、るものである。 これらは銅， 砲金，あるいは其鎗で造ら

れている。その極類はつぎのとおりである。

ア スプライサ これは前述のスプライ シングイーヤから

ハ γ ガーの取付箇所を取除いたものと同様である(写U-27 ・ 28) 。

イ スプライ シ γグスリ ー プ管状をなしていて，両端の穴

から電車線を差込み， これを上部の穴に抜いて，線を曲げて接
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続するものと ， 管の中央に至るにしたがって穴が広がり，中央

には細長い穴があっ て， 両端から電車線を差込んで中央の穴か

ら ， のこ ぎり の歯状の く さびをそう入して電車線の引抜けるの

を防いだものとがある(写真ー29) 。

ウ プノレドックスプライサ (buIldog splicer) 電車線を両

端おのおの 3 個のナットで留めて接続するもので，ナットの先

端は半球状にえぐられ，周闘がするど く なっている。これを斜

めにおさえて留めるのである(写真 30) 。

(4) トロリフロ ッ グ (troIl ey frog) 軌道の分岐する箇所で

軌条に転徽総(てんてっき)のような特殊のものを用いるのと同

様に，電車線の分岐箇所にトロリ ーホイ ー ノレの通過しやすい特

殊の電車線分岐装置を用いる。これをフロッグという。フロッ

グの分岐の角度は普通 20・ 15
0

， 8
0

，の 3 樋で， 真ちゅ う，

砲金などの合金で造られており，分岐の状態によってつぎの 3

種類のものがある(写真ー31) 。

ア 右幽りフ ロ ッ グ (r i gh t curve frog) 電車線の一方が直

線で，他方が右側に分岐しているもの。

イ 1:i. 幽り 7 ロ ッ グ (left curve frog) 右l也りと 反対にな

っているもの。

ウ V型フロッグ (V-frog) 電車線が左右一線にV字状に

分岐しているもの。

(5) クロッシング (crossi ng) 軌道の交差する箇所で， 軌条

に，徽文(てっさ)のような特殊のものを用いると同様にï1tïlï線

も交差箇所には電車線を交差させる装置を用いる。これをタロ

ッシソグという。普通つぎの 2 種類がある。

ア 可整 メタノレ クロ ッシング (adjustable metal crossing) 

これは真ちゅうや砲金のような合金で造られている不絶縁P ロ

ッシングで，交差角を自由に加減するこ と ができ，そして電車

線を中断せずに取付けることができる(写真ー32) 。

イ 可整絶縁クロ ッシング (adjusta ble insulated crossing) 

これはi由を しみこませた硬化木で、絶縁したものである。架空復

線式の場合の交差箇所は(+) (ー)の極の異なる交差ができるの

で，相互に絶縁する必要がある。この場合または交差箇所で左

右の電車線を区分する必要がある場合などに用いられ， 交差角

は自由に加減することができる(写真ー33) 。

(6) ウッドセクショ γ イソシュレ - 11 (wood section insuｭ

lator) ìfl!をしみこませた硬化木で絶縁したものである。 これ

は市街街路上に吊架(ちょうが)する電車線は 2km 以内， その

他の公道上においては適当の長さに区分して各部分を相互に絶

縁し，火災その他街路に非常故障のおこ った場合に， その部分

の電気を止めるための施設にmいる(写真ー34) 。

2 トロリ ーパス用架線金具

路面電車用と共通する部分はそのまま使用されるが，路区l電

車とつぎのような性絡の奥なる点を考慮して，特殊の構造のも

のを使用している。 ①軌条上を走行せぬため，直線部分に

おいても電車線の中心よ り左右に相当偏僑(へんい)して走るこ

とができる ② 曲線においても上記と同様に，電車線の円と

は一定の関係を保たないで幽るこ とができる ③ 分岐箇所に

おいてはトロリ シューを電車線によって， いずれかの方向へ誘

導しなければならない。

( 1 ) 直線ハン ガー 電車線の直線箇所において電車線を支持

するため，スパ γ線に取付けるものである。バスは直線におい

ても左右に偏僑して走るので，ハンガーは左右へのねじれに耐

える構造としてある(写真-35 ・ 36) 。

(2) 可整幽線ハ γガー (adjustable curve hanger) 電車線

の曲線箇所で， 電車線を支持するためスパン線に取付けるもの




